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はじめに

平成24年（2012年）に劇場法が施行されてから10年が過ぎ、令和6年度においてはこれまでの事業成果を踏まえ

つつ、劇場法及びその指針で示された理念をこれまで以上に具現化するため、共同制作支援事業の「文化芸術振興

費補助金による助成金交付要望書」の様式が、令和6年度より変更となりました。

それに伴い、本資料は、様式の変更箇所をまとめたものとなります。

なお、変更箇所は3点です。

要望書の記入にあたっては、「文化芸術振興費補助金 令和6年度助成対象事業募集案内（劇場・音楽堂等機能強化

推進事業）」の本冊及び分冊を併せてご確認いただきますよう、お願い致します。
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変更箇所１：活動（公演）概要における設問の追加、及び、設問順序の入れ替え

令和5年度まで 令和6年度より

① 活動（公演）名

② 代表団体名

③ 劇場・音楽堂等の名称

④ 実演芸術団体等の名称

⑤ 目標・指標

⑥ 目標値

・ 入場者数、入場者率、収益率

⑦ 目標値の設定基礎数

⑧ 趣旨目的、共同制作の意図

・ 趣旨・目的、ニーズ等

⑨ 活動（公演）の概要

・ 演目（あらすじ）、演出家、出演者・スタッフ

（照明、衣装、舞台監督等）

・ 実施期間（実施回数）、実施会場

・ 活動（公演）の特徴、利用者拡大のための工夫点又は戦略等

・ バリアフリー・多言語対応について

⑩ 企画・制作スケジュール

⑪ 劇場・音楽堂等、実演芸術団体の役割分担・経費負担

⑫ 後援者名・協賛者名等とその役割

① 活動（公演）名

② 代表団体名

③ 劇場・音楽堂等の名称

④ 実演芸術団体等の名称

⑤ 共同制作の企画意図・目的等

・ 企画意図・経緯、事業目的、地域の実情やニーズ等

⑥ 活動（公演）の概要

・ 実施期間（実施回数）、実施会場

・ 演目の概略

・ 演出家、出演者・スタッフ（照明、音響、衣装、舞台監督等）等

・ 収益性向上のための計画について

（券売数の増加、寄付金・協賛金、各種助成金の獲得等）

・ 観客・参加者等の拡大、認知度向上のための計画について

・ バリアフリー・多言語対応について

⑦ 企画・制作スケジュール

⑧ 劇場・音楽堂等、実演芸術団体の役割分担・経費負担

⑨ 後援者名・協賛者名等とその役割

⑩ 事業の目標

⑪ 評価指標

・ 公演に関する数値目標〔基礎データ〕※全会場分

・ 公演内容に関する評価指標〔必須データ〕

※ ピンク色で記載している箇所が追加した設問です。 2



変更箇所２：【個表（収支予算積算内訳）】の費用科目の分け方

令和5年度まで 令和6年度より

助成対象経費における費用の分け方

①〔出演費・音楽費・文芸費〕

②〔舞台費・運搬費・会場費〕

③〔旅費・謝金・宣伝費・印刷費・諸経費〕

助成対象経費における費用の分け方

①〔出演費・音楽費・文芸費〕

②〔舞台費・会議費〕

③〔旅費交通費・運搬費〕

④〔広報宣伝費〕

⑤〔謝金・諸経費〕

・金額の内訳、積算根拠を可能な限り記入してください。ただし、一式

として計上することが適当である場合や止むを得ない場合は、一式計上

していただいて結構です。
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令和5年度まで 令和6年度より

設問に沿って、関係する劇場・音楽堂等の管理運営団体における活動環

境に関する状況について、回答してください。

変更箇所３： 【活動環境に関するチェックシート】 ※新設されました
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おわりに

● 応募書類の提出期間は、令和5年11月8日（水）10:00 ～ 令和5年11月15日（水）17:00 です。

※ 要望書のアップロードには、事前登録が必要です。令和5年11月7日（火）までに、事前登録・応募ページよ

り登録を行ってください。

● 令和6年度助成対象活動の募集に関するご相談は、お問い合わせフォーム又は応募相談会（オンライン／予約

制）にてお受けいたします。

≪応募相談期間≫

令和5年10月6日（金）～11月7日（火）10:00～17:00（土・日・祝日を除く）

● 提出にあたっては、募集要項をご確認の上、書類等に不備がないようにしてください。
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